

陸前高田市上下水道ウォーターＰＰＰ（管理・更新一体マネジメント）事業
に係る第2回サウンディング調査
[bookmark: _Toc215068892]アンケート調査票

陸前高田市上下水道ウォーターＰＰＰ（管理・更新一体マネジメント）事業に係る第2回サウンディング調査のアンケート調査票です。資料等をよくご確認の上、記入欄にご記入ください。提出先等については実施要領をご確認ください。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
【調査の目的】
陸前高田市の上下水道事業を取り巻く状況は、施設の老朽化に伴う維持・更新費の増大、少子高齢化による職員の減少に伴うサービス水準の低下が将来的に危惧されており、事業の持続可能性の確保が喫緊の課題となっています。
一方、市内で上下水道関連事業を担う民間企業においても、人口減少・少子高齢化の進展に伴う技術者・作業員の確保難や後継者不足、また受注量の減少や単発的な発注による事業の不安定さといった課題を抱えており、地域における維持管理体制の継続自体が危ぶまれる状況となっています。
このため、市では、こうした行政・民間双方の課題を解決し、上下水道サービスの安定的な提供を将来にわたって維持するため、民間の技術力・ノウハウを活用するウォーターPPP（管理・更新一体マネジメント）方式の導入を検討しています。
本アンケートは、市が現在検討中の事業スキーム案（対象施設・対象業務・発注方法等）に対するご意見や、本事業への参画意向等をお伺いし、今後の事業設計・公募条件の検討に活用することを目的とした、第２回サウンディング調査の一環として実施するものです。
お忙しいところ大変恐縮ですが、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
【留意事項】
· 本調査は、本市における今後のウォーターＰＰＰの導入を含め、いかなる発注、計画等が行われることを保証するものではありません。
· 本調査における貴社の回答内容は、何ら法的拘束力を持つものではありません。あくまで記入時点でのご意見として承ります。
· ご回答いただいた個人情報は非公開とし、取扱いには十分注意し、市上下水道事業へのウォーターPPP導入に関する検討以外への使用はいたしません。
· 本調査の回答にかかる費用等は貴社のご負担とします。
· 本調査については、本市が業務委託をしている三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社及び日本水工設計株式会社が問い合わせへの対応を行う場合があります。
· 回答の意図を明確化する目的で、別途ヒアリング等を実施させていただく場合があります。その場合にはご協力のほどお願いします。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
（次のページにお進みください）


すべての方にお聞きします。
問0．記入者情報　（必須回答）
調査票をご記入された方についてお伺いいたします。今後、市・事務局からの連絡先とさせていただきます。

	項目
	記入欄

	会社名
	

	部署名・役職
	

	住所
	

	担当者氏名
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	



1. 事業参画意向　（必須回答）
問１－１： 本事業への参画意向をご記入ください。
	質問：
	今回提示した事業スキーム（事業期間、対象事業・施設・業務範囲、更新実施型への移行の可能性等）を前提として、本事業への参画または参画の検討をしたいと思いますか。事業概要資料をご確認の上、該当するものをチェックしてください。

	回答：
	☐①参画したい　➡問２へ
☐②参画を検討したい　➡問２へ
☐③現時点では不明・わからない　➡問２へ
☐④現条件では参画が難しい　➡問1-２へ
☐⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　➡問２へ


※①～③、⑤その他、を選択した方は、問２にお進みください。
※④を選択した方は、問1-2にお進みください。
（問１－１で④を選択した方にお聞きします。）
問１－２： 上記の回答の理由として、最も大きな要因をご記入ください。（対象者必須回答）
	[bookmark: _Hlk234518648]質問：
	上記の回答の理由として、最も大きな要因をご記入ください。

	回答：
	（自由記述）









以降のすべての設問は、問１－１で、「①参画したい」、「②参画を検討したい」、「③現時点では不明・わからない」、「⑤その他」のいずれかを選択した方にお聞きします。

貴社の実績　（第１回サウンディングにご参加でない対象者のみ必須回答）
	質問：
	水道・下水道分野において、貴社が取り組まれているPPP・PFI事業等（官民連携事業・包括的民間委託・WPPP・コンセッション等）の実績（事業名・発注者名・期間・内容・受託業務のうち担当している業務等）を教えてください。（最大５件）

	回答①：
	（自由記述）
事業名：
発注者名：
期間：
内容：
受託業務のうち担当している業務：
その他：

	回答②：
	

	回答③：
	

	回答④：
	

	回答⑤：
	



参画時に想定する役割と条件
問３－１： 参画する場合に想定する役割　（対象者必須回答）
· 代表企業とは、応募グループの代表となる企業を指します。構成企業とは、応募グループを構成する代表企業以外の企業を指します。協力企業とは、応募グループには入らず、応募グループから業務を受託する企業を指します。
	質問：
	参画する場合、事業の中でどのような役割を担う想定でしょうか。
当てはまるものにチェックをしてください。

	回答：
	☐①応募グループの代表企業又は単独で応募
☐②応募グループの構成企業
☐③協力企業（応募グループから再委託を受ける企業）
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問３－２：参画する場合に、対応可能な施設と業務をお答えください。
· 問３－１で①応募グループの代表企業又は単独で応募（＝とりまとめ企業）を選択した場合は、自社で対応可能であれば●を、貴社から、構成企業や市内事業者又は協力会社への再委託で対応可能と想定できる部分は○をご記入ください。
· 問３－１で②構成企業、③協力企業を選択した場合は、自社で対応可能な部分に■を、貴社からの再委託で対応可能な部分に□をご記入ください。
· 施設単位で可否が分かれる場合には備考記入欄にご記入ください。

	[bookmark: _Hlk234523133]業務名
	対応可否記入欄（※）
	備考記入欄
（自由記述）

	統括管理業務
	―
	実施体制の構築及び管理
	
	

	
	
	各種業務のマネジメント
	
	

	
	
	事業実施計画書及び業務報告書類の作成
	
	

	
	
	委託業務及び工事の発注並びに業務管理
	
	

	
	
	危機管理対応
	
	

	
	
	情報管理
	
	

	
	
	維持管理に必要なマニュアル作成業務
	
	

	
	
	その他必要な事項
	
	

	
	
	セルフモニタリング等
	
	

	
	
	既存施設等の確認
	
	

	
	
	業務の引継ぎ
	
	

	
	
	その他関連業務
	
	

	運営・
維持管理業務
【水道】
	運転管理業務
	施設管理業務
	
	

	
	
	緊急時対応（漏水対応）業務
	
	

	
	
	水質確認(排水作業)業務
	
	

	
	
	加圧ポンプ場の保全運転業務
	
	

	
	
	薬品補充業務
	
	

	
	
	緊急対応（漏水以外：落雷等）業務
	
	

	
	
	水質検査業務（水道技術管理業務）
	
	

	
	
	門扉の開閉・施錠業務
	
	

	
	保全管理業務
	水道施設点検業務
	
	

	
	
	水道ポンプ設備点検業務
	
	

	
	
	水道施設電気計装設備点検保守業務
	
	

	
	
	生出・二又地区浄水設備点検業務
	
	

	
	
	自家用電気工作物保安管理業務
	
	

	
	
	エアーチャンバー施設保守点検業務
	
	

	
	
	水道施設非常用発電機保守整備業務
	
	

	
	修繕補修業務
	定期修繕業務
	
	

	
	
	突発修繕業務
	
	

	
	関連業務
	衛生管理業務
	
	

	
	
	健康診断業務（水道技術管理業務）
	
	

	
	
	事務業務
	
	

	
	
	緊急時対応業務
	
	

	
	調査業務
	水道施設台帳補正保守業務
	
	

	
	点検調査業務
	漏水調査等管路保守業務
	
	

	
	
	水管橋点検調査業務
	
	

	
	
	弁きょう等点検清掃業務
	
	

	運営・
維持管理業務
【下水道】
	管路施設
	調査業務
	
	

	
	
	清掃業務
	
	

	
	
	修繕業務
	
	

	
	処理場施設
	運転操作監視業務
	
	

	
	
	保守点検業務
	
	

	
	
	水質試験業務
	
	

	
	
	事務業務
	
	

	
	
	物品等管理調達業務
	
	

	
	
	緊急時対応業務
	
	

	
	
	水質検査管理業務
	
	

	
	
	放射線量測定業務
	
	

	
	
	修繕業務
	
	

	
	
	汚泥収集運搬業務
	
	

	
	
	脱水汚泥処理業務
	
	

	
	
	その他の業務
	
	

	
	ポンプ場施設
	保守点検業務
	
	

	
	
	事務業務
	
	

	
	
	物品等管理調達業務
	
	

	
	
	緊急時対応業務
	
	

	
	
	修繕業務
	
	

	
	
	廃棄物処理業務
	
	

	
	
	その他の業務
	
	

	
	
	その他の技術業務
	
	

	計画関連業務
	水道事業
	水道事業認可変更業務
	
	

	
	
	水道事業経営戦略改定業務
	
	

	
	
	アセットマネジメント計画改定業務
	
	

	
	下水道事業
	下水道事業経営戦略改定業務
	
	

	
	
	汚水処理施設整備構想策定業務
（集落排水の転換計画）
	
	

	
	
	下水道全体計画変更業務
	
	

	
	
	下水道法事業計画変更業務
	
	

	
	
	都市計画法事業計画変更業務
	
	

	
	
	ストックマネジメント実施方針策定業務
	
	

	
	
	ストックマネジメント修繕・改築計画策定業務
	
	

	付帯工事
	―
	耐震工事
	
	


（次のページにお進みください）



（問３－１で①応募グループの代表企業又は単独応募を選択した方にお聞きします。）
問３－３：代表企業又は単独応募として参画するにあたり、懸念される事項
	[bookmark: _Hlk234522658]質問：
	貴社が代表企業として参画するにあたり、懸念される事項がございましたらご記入ください。　（例：対象業務の範囲、市内事業者との連携体制、保証・リスク分担の整理、事業費水準　など）

	回答：
	（自由記述）






WPPPレベル3.5適用範囲　（対象者必須回答）
	質問：
	陸前高田市では、現在以下の各分野においてレベル3.5の適用を検討しています。貴社が参画するにあたって対応が懸念される範囲や実施手法等がございましたら、該当する分野・施設とその理由をご記入ください。

	回答：
	（自由記述）




図表　想定する施設別導入手法
	
	水道
	公共下水道
	農業集落排水
	漁業集落排水

	水源・配水池・浄水場・ポンプ所
	Lv.3.5
	―
	―
	―

	処理場
	―
	Lv.3.5
	★
	★

	管路・管渠
	Lv.3.5
（仕様発注から性能発注への段階移行の可能性）
	Lv.3.5
（同左）
	★
	★

	ＭＨＰ
	―
	Lv.3.5
	★
	★

	雨水ポンプ場
	―
	Lv.3.5
	―
	―


★集落排水事業については、現時点で下記内容を想定している。
· 事業者は、農業集落排水事業について、令和10年度に個別浄化槽転換に向けた方針・計画案作成（作業工程の作成・事業費の算定等）を行う。
· 上記計画を踏まえた市による決定の後、事業期間の後半５年間を目途に個別浄化槽転換を図る。
· 漁集の取扱いに関しては、農集の進捗状況を鑑みて、適宜市が判断する。
· なお、個別浄化槽化に伴う管路・管渠等の廃止が行われるまでは、事業者が必要な維持管理業務を行う。
★農集・漁集については、問５に質問があります。
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農業集落排水・漁業集落排水について
問５－１．対象事業に農業集落排水・漁業集落排水が含まれることへの意見　（対象者必須回答）
	質問：
	問４の通り、本事業では、農業集落排水・漁業集落排水についても業務の対象とすることを検討しています。農集・漁集を対象とすることについて、事業参画の観点からご意見をお聞かせください。（△△のため参画しやすくなる／しにくくなる等）。

	回答：
	（自由記述）






問５－２．浄化槽転換計画策定への対応　（対象者必須回答）
	質問：
	本事業の計画業務のうち、農業集落排水における浄化槽転換計画の策定を含むことを検討しています。事業への参画を想定する際に、当該業務に対応することは可能でしょうか。理由とともにご記入ください。

	回答：
	☐①対応可能（自社で対応可能）
☐②対応可能（協力企業・パートナー企業と連携することで対応できる）
☐③現時点では対応が難しいが、条件次第では検討できる
☐④対応困難

	理由
	（自由記述）
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市内事業者の活用についての考え方　（対象者必須回答）
※市内事業者とは市内に本店（登記簿上の本店所在地）又は事業所や営業所等、継続的に事業活動の拠点として使用している施設を有する企業を指します。
	質問：
	市は、市の上下水道事業の持続可能性を高めるため、市内事業者の活用を求めたいと考えています。
ただし、事業者選定における競争性担保のため、公募・提案段階では市内事業者を応募グループに含めることは認めないことを想定しています。応募グループが適切な市内事業者活用策を検討できるよう、現在市内事業者等が担っている業務を判別できるようリスト等により開示し、公募の前後段階等において、市内事業者と応募グループ側の事前協議の機会を設ける予定です。
この方法について、ご意見・懸念等ございましたらご記入ください。

	回答：
	（自由記述）








事業期間中における事業スキーム変更の可能性
　　　（更新実施型への移行や工事追加）に関する意見　（対象者必須回答）
	質問：
	現時点では、以下の２点について事業期間中に変更・追加を行う可能性があります。公募資料等には、その可能性について記載する想定です。
　①　事業期間の途中で、更新支援型から更新実施型へ変更する可能性
　②　事業期間の途中で、対象業務にその他の工事を追加する可能性
これら事業期間中における事業スキーム等の変更の可能性について、ご意見・懸念点等をお聞かせください。

	回答：
	（自由記述）
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事業開始までのスケジュール・事業期間に対する意見　（対象者必須回答）
	質問：
	事業開始までのスケジュール・事業期間について、下記スケジュールを想定しています。ご意見・懸念等ございましたらご記入ください。

	回答：
	（自由記述）






（参考）図表　事業開始までのスケジュール（案）
	時期
	内容

	令和８年７月～８月
	第２回サウンディング調査

	令和８年１１月～１２月
	事業概要等の公開・ヒアリング調査

	令和９年２月
	公告

	令和９年２月
	現地見学会

	令和９年８月
	事業提案書等の締め切り・審査

	令和９年９～１１月
	優先交渉権者の選定・契約手続き

	令和９年１１月～
	引継ぎ

	令和１０年４月～
	事業開始






その他、事業スキーム案に対する意見・懸念等　（任意回答）
	質問：
	そのほか、現在、陸前高田市で想定している事業スキーム案に対して、ご意見・懸念事項等がございましたらご記入ください。

	回答：
	（自由記述）








その他・自由意見　（任意回答）
	質問：
	そのほか、ご意見等ございましたらご記入ください。

	回答：
	（自由記述）






アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

2
2

